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このたび、⽴命館アジア太平洋⼤学（APU）は、出⼊国在留管理庁より、「適正校」*として
再選定されました。認定期間は 2027 年 1 ⽉ 1 ⽇から 1 年間となります。これは、本学の⽇
頃からの留学⽣の厳格な在籍管理に加え、適正校⾮選定を機に実施してきた再発防⽌の取
り組みをご評価いただいた結果であると受け⽌めています。 
 
⼀⽅、本学が先般適正校として選定されなかったことにより、学⽣、⼊学予定者、ご家族、
卒業⽣、ステークホルダーの皆さまをはじめ、多くの⽅々にご⼼配とご迷惑をおかけしまし
たことを、改めて⼼よりお詫び申し上げます。 
 
APU は、世界各地から集う学⽣が互いの違いを乗り越えて、相互に学び合い、ともに未来
を切り拓く⼤学として歩んできました。今回のことを教訓として、国際教育を⽀える責任と
役割の重⼤性を改めて深く認識して、より⾼い⽔準のガバナンスと学⽣⽀援に取り組んで
まいります。 
 
私たちは、今回の再選定をゴールではなく新たな出発点と捉えています。国際社会が不確実
性を増すなかで、多様な価値観をつなぎ、社会の課題解決に貢献する⼈材を育成する APU
の使命を⾃覚し、世界から信頼される国際⼤学として成⻑を続けてまいります。 
 
これまで本学を⽀え、応援してくださったすべての皆さまに⼼より感謝申し上げます。今後
とも、APU へのご理解とご協⼒をお願い申し上げます。 
 
* 「適正校」とは、在留資格「留学」で外国⼈留学⽣を受け⼊れている教育機関のうち、留学⽣の在籍管理（出席・

成績・在留状況・資格外活動等）が適正に⾏われ、かつ法定届出書類が提出されていると認められた学校を出⼊国在留

管理庁が指定する制度です。毎年、⼤学・専⾨学校・⽇本語教育機関などを対象に選定されます。 
厳正かつ適切な出⼊国管理を⾏いつつ、迅速に在留資格認定証明書等の発給を進めるために、「適正校」については、

提出必要書類の⼀部が簡略化される制度です。 


